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(54)【発明の名称】 腹腔鏡のくもり止め方法

(57)【要約】
【課題】腹腔鏡において、末端部にくもり止め解決法を
適用する必要なしに、腹腔鏡レンズのくもりを低減する
ことにある。
【解決手段】本発明は、使用中のくもりを避けるため
に、腹腔鏡の基端レンズの領域を周囲温度より高く維持
することを含む。加熱は、ブーツや手袋を加熱するのに
通常用いられた商業的に利用できる化学加熱パック、相
変化サルト熱パック又は電気的に付勢される加熱テープ
のような電熱装置を用いて行われる。本発明は、温かい
流体に腹腔鏡の末端レンズの領域を浸すか又はこの末端
レンズをくもり止め溶液で処理する他のくもり止め装置
とは、冷たい腹腔鏡を温かくて湿った患者の組織近くに
位置させたときにくもりの生じることが知られているの
で、雰囲気以上の温度条件が、腹腔鏡全体を通して連続
して維持される点で異なっている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】腹腔鏡の基端レンズの領域のまわりを化学
加熱パックで包むことにより基端レンズの領域における
腹腔鏡の温度を３５℃～５０℃に維持することから成る
腹腔鏡のくもり止め方法。
【請求項２】化学加熱パックが鉄粉、塩化ナトリウム、
バーミキュライト、水及び活性炭から成る請求項1に記
載の腹腔鏡のくもり止め方法。
【請求項３】化学加熱パックがγ放射線を用いて殺菌消
毒される請求項1に記載の腹腔鏡のくもり止め方法。
【請求項４】腹腔鏡の基端レンズの領域のまわりを電熱
テープで包み、そして電熱テープに電流を流すことによ
り基端レンズの領域における腹腔鏡の温度を３５℃～６
０℃に維持することから成る腹腔鏡のくもり止め方法。
【請求項５】電流がバッテリーから供給される請求項４
に記載の腹腔鏡のくもり止め方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、１９９８年７月３
０日に提出されたMichael R. Seitzinger 及びDavid Pl
attsの米国出願第09/126,266号、発明の名称“腹腔鏡の
くもり止め方法”の一部継続出願である。本発明は、一
般には手術中における腹腔鏡のくもり止め方法に関する
ものであり、一層特に腹腔鏡と周囲温度との間の選択し
た温度差を維持するために基端レンズの領域に熱源を使
用することに関する。
【０００２】
【従来の技術】腹腔鏡のくもりは、殆ど全ての外科手術
処置において生じる悩ませられる問題であり、暖かくて
湿った環境に冷たいレンズ又は他の光学面が存在するこ
との結果として現れる。この困難に取掛っている技術は
沢山あるが、究極の解決法としての回答は出てきていな
い。レンズを拭くくもり止め解決法が普通であるが、光
学系を傷つる可能性があったり、簡単に言えば単に問題
に取り組むだけであると批判されている。身体の温度に
より近付けるように腹腔鏡を加熱することも普通である
が、そのような方法は破片を腹腔鏡内に焼きこむと考え
られる。この後者の方法の変形では、冷間殺菌消毒処理
の後、腹腔鏡は温かい殺菌消毒水ですすがれ、こうして
温まった腹腔鏡は速やかに部位に挿入される。部位内に
おいてくもった腹腔鏡を処理するために、Applied Medi
cal Resources 社で製造された腹腔鏡ウォーマーとして
知られた商業的に利用可能な製品には、温水を注入しレ
ンズにクッションを与える内側パッドを備えた二重壁サ
ーモスがある。腹腔鏡を挿入しながら、絶縁を形成する
ために装置の頂部に使い捨てシールが配置される。温水
はくもりを消すように腹腔鏡を十分に暖め、そして破片
をすすぎ落とす付加的な特徴を備えている。例えば、19
95年発行Laparoscopic Surgery Update Sampleにおける
“Tactics Cope With Scope Fogging”pp. 5~6参照。
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【０００３】
【発明が解決しようとする課題】従って、本発明の目的
は、末端部にくもり止め解決法を適用する必要なしに、
腹腔鏡レンズのくもりを低減することにある。本発明の
別の目的は、手術中のくもり止めのために患者から腹腔
鏡を外す必要なしに、腹腔鏡レンズのくもりを低減する
ことにある。
【０００４】本発明の付加的な目的、利点及び新規の特
徴は、以下の記載において一部説明され、また一部は以
下の説明を考察することにより当業者に明らかとなり又
は本は詰めの実施の形態から理解され得る。本発明の目
的及び利点は特に特許請求の範囲に定義した手段及びそ
の組合せによって実現され達成され得る。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記の及びその他の目的
を達成するため、本発明の目的に従って実施されかつ広
義に記載されるように、腹腔鏡のくもり止め方法は、腹
腔鏡の基端レンズの領域における腹腔鏡の温度を雰囲気
温度以上に維持することを含む。
【０００６】好ましくは、腹腔鏡の基端レンズの領域は
３５℃～５０℃に維持に維持される。
【０００７】また、腹腔鏡の基端レンズの領域における
腹腔鏡の温度を雰囲気温度以上に維持することは、腹腔
鏡の基端レンズの領域のまわりを化学加熱又は相変化サ
ルト加熱パックで包むことにより達成されるのが好まし
い。
【０００８】また、好ましくは、化学加熱パックは、γ
放射線を用いて殺菌消毒される。
【０００９】本発明の別の特徴においては、その目的に
従って、腹腔鏡のくもり止め方法は、腹腔鏡の基端レン
ズの領域のまわりを電熱テープで包み、そして電熱テー
プに電流を流すことにより基端レンズの領域における腹
腔鏡の温度を３５℃～６０℃に維持することから成る。
【００１０】好ましくは、電流は、バッテリーから供給
される。
【００１１】本発明の利点は、手術の進行を相当に遅く
させ得る処置部位から腹腔鏡を外す必要なしに且つ又電
気まと構成要素又は不快な化学的霜取り手段の必要なし
に手術処置中に腹腔鏡レンズをくもらない状態に維持す
ることにある。
【００１２】
【発明の実施の形態】本明細書の一部に組込まれかつ本
明細書の一部を構成する添付図面には、本発明の一つの
実施の形態を例示し、また添付図面は以下の説明と共に
本発明の原理を説明するのに役立つ。
【００１３】簡潔には、本発明は、使用中のくもりを避
けるために、腹腔鏡の基端レンズの領域を周囲温度より
高く維持することを含む。加熱は、ブーツや手袋を加熱
するのに通常用いられた商業的に利用できる化学加熱パ
ック、相変化サルト熱パック又は電気的に付勢される加
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熱テープのような電熱装置を用いて行われ得る。本発明
は、温かい流体に腹腔鏡の末端レンズの領域を浸すか又
はこの末端レンズをくもり止め溶液で処理する他のくも
り止め装置とは次の点で異なっている。すなわち、冷た
い腹腔鏡を温かくて湿った患者の組織近くに位置させた
ときにくもりの生じることが知られているので、雰囲気
以上の温度条件は、腹腔鏡全体を通して連続して維持さ
れる。腹腔鏡の基端レンズ領域は、腹腔鏡の形式に依存
して接眼レンズすなわち腹腔鏡のカメラとレンズの接合
部の領域である。
【００１４】以下、添付図面に例示する本発明の好まし
い実施の形態について詳細に説明する。同様又は同一の
部分は同じ符号で示す。さて図１を参照すると、商業的
に利用できる腹腔鏡１０が概略斜視図で示されている。
加熱装置１２は腹腔鏡１０の基端レンズ１４の端部領域
に取付けられ、加熱装置１２は腹腔鏡１０の使用中基端
レンズの動作と干渉しないようにされている。好ましく
は、加熱装置１２は、通常、鉄粉、塩化ナトリウム、バ
ーミキュライト、水及び活性炭を含む商業的に利用でき
る化学加熱パックを備えている。加熱パックは予め殺菌
消毒され、殺菌包装体でシールされる。殺菌消毒には酸
化エチレンを使用できるが、γ放射線が有効であること
が判った。使用前に、過熱パックは殺菌包装体から取り
出し、振って内容物を混合させ、化学反応を活生化させ
る。そして活性化したパックを腹腔鏡１０の基端部のま
わりに巻きつけ、緊締具１６で固定する。加熱パックを
活性化しステンレス鋼サーモメーターのまわりに巻きつ
けたベンチテストでは、γ放射線殺菌パックがほぼ３０
分で４０℃～５０℃の温度となり、そして約６時間の間
この温度を維持することがわかり、その後時間と共にゆ
っくりと温度が降下することが観察された。実際の手術
テストでは、本発明の概念に従って加熱した腹腔鏡は数
時間の間くもらない状態のままであった。
【００１５】図２には、腹腔鏡の基端レンズ１４の領域*
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*のまわりに電熱テープ１８を巻いて緊締具１６で固定
し、バッテリー２０から給電することによって腹腔鏡の
基端及び末端レンズの領域を加熱するようにした、図１
に示す腹腔鏡を概略斜視図で示す。基端レンズの領域は
“Ｄ”バッテリーを用いて１０分間に約６０℃の温度に
達した。加熱テープの電気抵抗及び加熱テープに印加す
るバッテリー電圧を適当に選択することによって温度を
容易に調整することができる。
【００１６】本発明の上記の記載は例示しかつ説明する
ためのものであり、包括的なものであったり記載した形
態に本発明を限定したりしようとするものではなく、上
記の概念に照らして明らかに多くの変更及び変形が可能
である。選択して記載してきた実施の形態は本発明の原
理及び実際の応用を最も良く説明するためのものであ
り、それにより当業者は特定の使用に合わせて種々の実
施の形態及び種々の変形例で本発明を利用するかことが
できる。本発明の範囲は特許請求の範囲で定義されるも
のである。
【図面の簡単な説明】
【図１】腹腔鏡の基端及び先端レンズの両方を加熱する
ため、腹腔鏡の基端レンズの領域のまわりに巻かれた化
学熱パックを示す典型的な腹腔鏡を概略的に示す斜視
図。
【図２】腹腔鏡の基端及び先端レンズ領域のまわりに巻
かれバッテリーで付勢されるた商業的に利用できる電熱
テープを用いて、腹腔鏡の基端及び先端レンズ領域を加
熱するようにした図１の腹腔鏡を概略的に示す斜視図。
【符号の説明】
１０：腹腔鏡
１２：加熱装置
１４：基端レンズ
１６：緊締具
１８：電熱テープ
２０：バッテリー
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摘要(译)

要解决的问题：无需在腹腔镜远端应用防雾溶液即可减少腹腔镜镜片的
雾化。 本发明涉及将腹腔镜的近侧透镜的面积保持在环境温度以上以避
免在使用期间混浊。 加热是使用电加热装置完成的，例如市售的化学加
热包，相变盐加热包或通常用于加热靴子和手套的带电加热带。 本发明
通过将腹腔镜的远侧透镜的区域浸入温暖的流体中或通过用防雾溶液处
理远侧透镜来将冷的腹腔镜放置在温暖，潮湿的患者的组织附近。 由于
已知在使用腹腔镜时会发生浑浊，因此大气上方的温度条件不同，因为
在整个腹腔镜中温度条件都持续保持。
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